
能登半島地震・障害のある人たちの支援活動ニュース 

やわやわと  
 
     発行：日本障害フォーラム（JDF） 能登半島地震支援センター 

TEL 070-3288-2303 FAX 050-3457-6915 E-mail jdfnotoshien@gmail.com 

 

～誰ひとり、取り残さないために、つながります～ 

 

～障害のある人の SOS・相談お待ちしています！～ 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

被災した障害のある、みなさんの相談に、対応できるように、がんばります！ 

★食料品・生活用品の相談 

★病院への移動支援や付き添い 

★傾聴などの精神的支援 

★室内の片づけ 

★家屋修理や生活費の相談 

★福祉制度に関する相談 

★避難所などからの引っ越し支援  

https://drive.google.com/file/d/1GUZABc0ITWIK_kzM305m8opTvAojfRW9/view?usp=sharing 
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 「やわやわと」は 

能登の言葉で 

「ゆっくり・急がず」 

第７クール（6/23-6/29）は、初日に豪雨で JR 七尾線が

運休となり、支援センターに向かう支援スタッフ５名が、金

沢や途中の電車内で立ち往生を強いられるというハプニン

グで幕を開けました。予定より３時間以上遅れましたが、何

とか１９時前に、みなさんが支援センターに到着し、活動を

始めることが出来ました。 

  

 
協力団体との連携に

より、とりくんでいま

す 

ご本人とともに取り組む被災した自宅の片付け 

初日は A さん宅の片付けでした。ご本人もペットボトルを洗ったり、

掃除機をかけてくれるなど、一緒に作業をしました。手つかずの草

やツルだらけの花壇がきれいになったので、とても喜ばれました。 

翌日は B さん宅の２階の片付けでした。既に何回か入っています

が、クーラーなどの家電を仮置き場にもっていきました。ご本人と

話しながら自然に共同作業となり、最後は「また来週きますね」と次

回につなげて帰ってきました。その翌日は、Cさんからの自宅ガレー

ジの壊れた波板を撤去して欲しいとの要望に応えました。半年が経

過してもまだこうしたニーズがあり、新たに発掘されることを実感し

ました。被災した皆さんが次の一歩を踏み出す一助となればと思い

ます。                          （大阪府・上月正洋） 

 

 

きれいになった花壇 

ガレージの波板撤去の作業 

第７クールのメンバー 

mailto:jdfnotoshien@gmail.com
https://drive.google.com/file/d/1GUZABc0ITWIK_kzM305m8opTvAojfRW9/view?usp=sharing


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ＪＤＦ能登半島地震支援センター】  〒926-0175 石川県七尾市和倉町カ 18 

TEL 070-3288-2303 FAX 050-3457-6915 E-mail jdfnotoshien@gmail.com） 

＜ 支援を支える募金の協力をお願いします ＞ 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

下記銀行口座または郵便振替口座に払込をお願いします。 
 
○ 銀行振込:ゆうちょ銀行 ○一九（ゼロイチキュウ）店 当座:0750236  

    口座名:日本障害フォーラム災害支援金 
 
○ 郵便振替口座:00120-2-750236 

    口座名:日本障害フォーラム災害支援金 
 

https://blog.canpan.info/jdfshiencenter/category_5/1 

 

ホームページ ULRと QRコード 

 

珠洲市内の津波被害の跡 

 

 

 

 

 

 

 

Eさんがお住いの仮設団地では、

約 270戸のうち 30戸は移動手段

が徒歩のみなので、移動支援は

切実な課題です。 

震災で途切れた移動の支援～命のために通院同行 

輪島市門前の仮設団地にお住いの Eさん（70代独居・知的・心疾患・

肺がん罹患）を訪ねました。通院同行や買い物支援、ゴミ捨ての支援

を行っています。隣町の病院への通院をどうしようかと困っておられ

たところ、行政やケアマネジャー等の関係者を通じて、JDFがお手伝

いをすることになりました。また、通院の帰りには生活用品の買い物

にも同行しました。普段ならやってもらえていた事が、この震災でや

ってもらえなくなったのです。今後を見越して、いずれは地元の方で

支援できるようになればと思います。わたしたちの取り組みがニーズ

の解決にとどまらず、問題提起になって行けばと思います。 

（熊本県・市花真） 

非日常の中で日常を大切に～あすなろふたばぱいんの会での活動 

第７クールも引き続き、輪島市の『あすなろふたばぱいんの会』を訪問し、利用者の方々が行う作業の見守

りや物資の運搬、倉庫と駐車場周りの草刈りなど、様々お手伝いさせていただきました。 運搬を頼まれた災

害ゴミの中にはパンの醗酵器もありました。震災により醗酵器やオーブントースターが壊れ、パン作りの作業

ができなくなってしまったとのこと。震災から 6か月経った今でも片付けなければいけないことは多く、大事

な器材まで廃棄しなければならないのかと寂しい気持ちになります。 そんな中でも、利用者の方々はそれぞ

れ自分の作業や清掃にてきぱきと取り組まれており、活力を感じました。非日常の中でも一つ一つの日常（作

業）を大事に取り組むみなさんと一緒に過ごす中で、支援者という立場ではありましたが勇気づけられたよう

に思いました。                                                （埼玉県・末光翔） 

被災地を実感したDさんとのひととき 

D さんを訪ね、入浴先までの移動支援と役所での義援金の手続きを一緒にさ

せていただきました。入浴を楽しみにされていて、風呂上りはとても饒舌にな

り、日々の些細なことから、遠方におられる娘さんのことまでニコニコ話して下

さいました。道中、震災の爪痕を見ながら、「まだまだかかるねー」とポツリ。役所

では担当部署を何か所もまわり、毎回本人確認を求められます。疲れたと思いま

すが、最後まで頑張られました。帰り際に「あんたは次も来てくれるんかね？」と

問われ、「私は来れないですが、また次の者に引き継ぎますね。」とお伝えし、握

手をして別れました。出来ることなんてこれっぽちなのはわかっていますが、こ

れからも心を寄せていきたいと思います。（滋賀県・新宅勇） 
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